
十和田市事務事業評価 外部評価表 

事務事業名 新規高卒者の早期求人要請 

担当課 商工労政課 

 

事業の方向性について 

（該当するものに○を記入） 
理由・改善点など 

さらに重点化を図る 

（市民から更なるニーズが 

ある場合） 

 

 

 

 

現状のまま継続 

（現状で全てうまくいって 

いる場合） 

２ 

・管内希望者が 100%就職できる環境の整備と継続をこの事

業に望む。 

・景気の動向に大きく左右されると思われるが、市・商工会

議所・企業等の密接な連携を図りながら、現状のまま継続し

てもらいたい。 

有効性を改善して継続 

（主に事務事業の成果向上 

を目指す場合） 

４ 

・ミスマッチで離職した時の受け入れる対策を考えていただ

きたい。（職業能力開発させるとか） 

・企業への求人要請は継続すべき。企業の良いところのＰＲ

を行い、早期求人に努める。 

学校教育現場は生徒への指導、市は十和田の良さのＰＲ、広

報活動が必要。 

・求人票を早く（6/20）出していただく。ミスマッチの部分

はなぜやめたのか企業から聞き取り調査をし、今後に生か

す。 

・現状（提出企業数・時期）を調査して、求人票提出・試験

実施の早期化をお願いする。 

効率性を改善して継続 

（主に事務事業のコスト 

削減を目指す場合） 

 

 

 

 

公平性を改善して継続 

（主に受益と負担の適正化 

を目指す場合） 

 

 

 

 

事務事業の統廃合を図る 

（他の事務事業と統廃合し 

簡素化を目指す場合） 

 

 

 

 

休止 

（必要性は認められるが、 

限られた予算・人員の中、 

ひとまず休止とする場合） 

 

 

 

 

完了・廃止 

（役割を終えている場合） 
 

 

 

 

その他 コメント（活動指標、成果指標の設定の仕方について等） 

・管内企業が求人票をどれだけ出しているか、いつ頃出しているかの情報を、市で収集、整理してほ

しい。 

 


